
 

令和 2年 3月 2日 

一般社団法人 日本病院薬剤師会 

令和２年度 がん薬物療法認定薬剤師、がん専門薬剤師 

海外派遣事業公募  

＜令和２年度 応募要項＞ 

 

（事業の目的） 

米国のがん専門病院での研修、情報交換および国際シンポジウムへの参加によるがん

薬物療法認定薬剤師、がん専門薬剤師の海外派遣事業を実施することにより、海外の高

度な薬物療法等について知識・技術を備えたがん薬物療法認定薬剤師、がん専門薬剤師

を養成し、がん患者及びその家族に貢献すること。 

 

（応募の概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募対象 ： がん薬物療法認定薬剤師（日本病院薬剤師会認定）、がん専門薬剤

師（日本医療薬学会認定）及び同等の能力を有する者で、基礎英会

話力があり、薬物療法に関連する海外最新情報の収集及び提供がで

き、本研修結果をがん患者及びその家族に生かす意欲のある者 

     

研修内容 ： 米国がん専門病院（Memorial Sloan-Kettering Cancer Center）で

の研修ならびに国際シンポジウム（The Chemotherapy Foundation 

Symposium；New York City）への参加 

＊Memorial Sloan-Kettering Cancer Centerでの研修には日本人通

訳が同行します。 

 

研修期間 ： 令和 2年 11月 2日（月）～8日（日）（移動も含む）予定 

 

募集人数 ： 研修者 5名以内 

 

助成内訳 ： 渡航交通費、宿泊費、シンポジウム参加費、旅行保険料等 

 

※ 今後、新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、研修予定が変更、中止とな

る場合がありますので、予めご了承ください。 

 

 

 

 



 

応 募 期 間   ： 令和 2年 3月 2日(月)～令和 2年 4月 24日(金) 

応 募 締 切    ： 令和 2年 4月 24日（金）消印有効  

選 考 方 法     ： 当該委員会にて選考を行い、理事会で決定 

選 考 結 果     ： 令和 2年 6月中旬頃に申請者宛に通知 

助成金の交付時期：  令和 2年７月上旬を予定 

研修結果提出期限： 令和 2年 12月中旬 

 

（研修予定） 

11月 2日（月）：成田発 → ニューヨーク着 

11月 3日（火）： 

 Memorial Sloan-Kettering Cancer Center 研修 

 http://www.mskcc.org/ 

11月 4日（水）〜6日（金）： 

 The Chemotherapy Foundation Symposium 参加 

    http://www.gotoper.com/conferences/chemo/meetings/37th-annual-chemotherapy 

    -foundation-symposium-innovative-cancer-therapy-for-tomorrow 

11月 7日（土）ニューヨーク発 

11月 8日（日）成田着 

 

（応募条件） 

1. 応募は、がん薬物療法認定薬剤師（日本病院薬剤師会認定）、がん専門薬剤師（日本 

   医療薬学会認定）及び同等の能力を有する者とする。 

2. 応募には機関長又は所属長の推薦及び派遣の承諾を必要とする。 

3. 英語力を証明する書類を提出してください。（例 ＴＯＥＩＣ、英検、ＴＯＥＦＬな

どの証書の写し等） 

4. 研修者は、研修の幅を広げ、質を高めるために、海外研修チームとしての活動ができ 

る者とする。 

5. 選考は、均てん化を図るために、地域性と過去の派遣状況を考慮し、原則、日本病院薬

剤師会や日本医療薬学会等の公的助成を受けた経験がない者を優先する。 

 

（申請方法） 

1.助成金の交付を希望する方は、日本病院薬剤師会のホームページよりダウンロードし

た申請書に必要事項を記載後、押印の上、必ず配達の記録が残る手段にて、日本病院

薬剤師会学術課宛に１部お送り下さい。 

同時に、同じ内容（押印不要）の申請書を E-mail にて、日本病院薬剤師会学術課宛

にお送り下さい。 



 

2.申請書の受領通知は、郵送と E-mailで受領した後、E-mailにて行います。 

3.提出された申請書等の書類は返却致しません。 

 

（交付条件） 

 助成金の交付が決定した場合、次の条件が付されます。 

1.申請書の内容のうち次の事項を変更しようとする時は、予め日本病院薬剤師会会長の

承認を受けなければなりません。  

a）申請者の氏名 

b）所属施設または所属施設における地位 

2.研修を辞退する時は、令和 2 年 8 月 28 日（金）までに日本病院薬剤師会学術課宛に

報告し、会長の承認を受けなければなりません。 

3.助成を受けた方の氏名、所属機関は日本病院薬剤師会のホームページや日本病院薬剤

師会雑誌で公表します。 

 

（研修結果の提出） 

1. 助成を受けた方は、令和 2年 12月中旬までに研修結果報告書を日本病院薬剤師会学

術課宛に提出して下さい。 

尚、結果報告は研修結果報告として日本病院薬剤師会雑誌に掲載致します。 

2.同時に、上記 1と同じ内容（押印不要）の研修結果報告書を E-mailにて、日本病院

薬剤師会学術課（gaku@jshp.or.jp）宛にお送り下さい。 

 

（その他） 

1.個人情報は日本病院薬剤師会の事業遂行の範囲内でのみ利用します。 

2.本件に関するお問い合わせは日本病院薬剤師会学術課にお願いします。 

 

(申請書提出先および問い合わせ先) 

一般社団法人 日本病院薬剤師会学術課 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 2丁目 12番 15号 

      日本薬学会長井記念館 8階 

TEL：03-3406-0485 FAX : 03-3797-5303 

URL : http://www.jshp.or.jp E-mail : gaku@jshp.or.jp 

 

 (助成) 

当事業は公益財団法人小林がん学術振興会の助成のもとに実施されています。 

 


